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研究解説

ベトナムの環境騒音に関する一連の社会調査

佐 藤 哲 身＊

A series of social surveys on environmental noise in Vietnam

Tetsumi Sato＊

⚑．はじめに

各国の騒音政策は社会調査を中心とした研究成
果に基づいて策定されており，欧米の先進諸国で
は道路交通騒音や鉄道騒音，航空機騒音に関する
社会調査が数多く行なわれてきた．これらの成果
は Miedema ら1)よって取りまとめられ，欧州の
騒音政策に反映されている．一方，国際騒音制御
工学会等で国際的な騒音政策が活発に議論される
なか，日本以外のアジア諸国の成果が議論される
ことはほとんどなかった．騒音に対する社会反応
が文化的な要因に大きく影響されることは明らか
であり2)，不足しているアジアのデータ，とりわ
け発展途上国のデータを収集することはアジアの
みならず，先進国にとっても重要である．今や世
界中の人々が旅客機や列車を利用して観光地を訪
れ，企業の海外進出も盛んである．ベトナムの溢
れんばかりのオートバイのほとんどは日本製であ
り，我が国における外国製の自動車の利用も急増
している．また，各国で製造された機械や電化製
品は世界中に輸出され，騒音をまき散らしている．
つまり，航空機騒音や鉄道騒音，道路交通騒音を
はじめとする環境騒音問題はグローバルな問題と
して捉えるべきものなのである．なかでも，発展
途上国の騒音問題は深刻さを増しており，これら
をどのように捉え，どのように対処していくかと
いう点において，今後，先進諸国が学ぶべき点も
多いと思われる．
ここで取り上げるベトナムでの一連の社会調査
は，大阪大学とベトナム国立大学ハノイ校による
日本学術振興会の拠点大学交流事業（1999～2009

年）への参加がきっかけであり，筆者は，協力大
学であった熊本大学の矢野隆教授（現名誉教授）
からの勧誘を受けて参加したものである．また，
ベトナム出身で日本語とベトナム語のバイリンガ
ルである崇城大学・西村強教授の参加を得て，⚓
名でのスタートとなった．拠点大学交流事業終了
後も科学研究費補助金等の外部資金や本学の支援
を受けながら，2005 年度のハノイにおける道路交
通騒音調査を皮切りに，10 年余り，ベトナムにお
ける社会調査に参加してきた．本稿では，これら
一連の調査を通して得られた主要な知見を紹介す
る．

⚒．調査の概要

表⚑は，調査対象都市と騒音源の一覧である．
ベトナムは南北に細長く，地域によって気候風土
が異なる．調査地域は図⚑に示す通り，ベトナム
北部のハノイ（首都），タイグエン（工業都市），
中部のフエ（古都），ダナン（中部経済の中心地），
南部のホーチミン市（最大都市）であり，ベトナ
ムの各地域を代表している．人口はそれぞれ 400
万，12 万，35 万，80 万，800 万人規模である．以
下に，これらの都市で実施した道路交通騒音と航
空機騒音，鉄道騒音に関する調査と成果の概要を
述べる．
調査はアンケートと騒音測定から成っている．

アンケートの主質問は騒音の不快感と生活妨害に
関するもので，⚕段階の言語尺度と 11 段階の数
値尺度上に回答を求めた（表⚒）．これらの尺度
は， ICBEN （International Commission on
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Biological Effects of Noise）の Team 6
（Community Response to Noise Team）の国際共
同研究において構築されたもので，精度良い国際
比較を行うために，各言語圏で共通の方法を用い
て求めたものである3)．その結果，日本語を含む

多数の言語の共通尺度が構築され，アジア諸国（中
国，韓国，ベトナム）においても，同様の尺度が
構築された4)．アンケートの対象を選定する場
合，通常は選挙人名簿等から無作為に回答者を抽
出するのが一般的であるが，ベトナムではそのよ
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表 1 調査の対象都市と騒音源

実施年度 ハノイ タイグエン フエ ダナン ホーチミン市
2005 道路 － － － －
2006 (心理実験) － － － －
2007 － － － － 道路
2008 － － － － 航空機，道路
2009 航空機，道路 － － － －
2010 鉄道，道路 － － － －
2011 － － － 航空機，道路 －
2012 － － 鉄道，道路 － －
2013 － 道路 － － －
2014 航空機 － － － －
2015 航空機 － － － －

図 1 調査都市



うな資料を利用することができず，各世帯から回
答者を夫，妻，夫婦以外の成人の順に選出した．
調査員は直接各家庭を訪問し，あらかじめ決めら
れた順序で回答者を指名して調査票を配布し，面
接調査を実施した．
道路交通騒音調査は幹線道路沿いの住商混合地
区を対象として実施した．膨大な数のオートバイ
が絶え間なく発するホーン音（クラクション）に
より特徴付けられるベトナムの道路交通騒音は，

先進国のそれとは大きく異なっている．図⚒はベ
トナムにおける道路交通の状況を示しており，図
⚓は⚑時間ごとの車両通過台数の一例である．
オートバイは，昼間，おおよそ毎時⚑万台通過し
ていることがわかる．このような膨大な交通量を
直接カウントすることは困難なため，騒音測定と
並行してビデオカメラで映像を記録し，後日再生
画像を用いてカウントした（図⚔）．一方，航空機
騒音の調査地区は離着陸コースを考慮して選定
し，各地区の⚑住戸の屋上に騒音計を設置して⚗
日間連続測定を行った．鉄道騒音調査は鉄道沿線
の住宅を対象として実施した．鉄道の通過本数は
⚑日当たり 19～45 本程度であり，通過間隔が長
い場合は生活空間としても利用しているようだ
（図⚕）．また，夜間の通過本数が相対的に多いこ
とから，沿線住民が日常頻繁に利用する列車とい
うよりは，長距離列車や貨物列車が大勢を占めて
いると推察される．

5ベトナムの環境騒音に関する一連の社会調査（佐藤)

表 2 調査に用いたベトナム語の言語尺度

カテゴリ ベトナム語 日本語
5 Cuc on 非常に
4 On nhieu だいぶ
3 Khong qua on 多少
2 On mot phan nao それほど
1 Hoan toan khong on まったく

数値尺度はカテゴリ⚑を⚐とし，カテゴリ⚕を 10 とした 11 段
階の尺度

図 2 ベトナムの道路交通の状況

図 3 ハノイの交通量の一例 図 4 道路交通騒音の測定



⚓．調査結果と考察

3.1 ベトナム人と日本人の反応の比較

ここで，社会調査と並行して実施したベトナム
人と日本人の道路交通騒音に対する反応の比較実
験を紹介したい．図⚖は熊本在住の日本人とベト
ナム人，およびハノイ在住のベトナム人が両国の
道路交通騒音をどの程度不快に感ずるかを，表⚒
の尺度を用いて音響心理実験により求めた結果で
ある．図の横軸は LAeq（変動騒音のエネルギー
平均レベル）であり，縦軸はAnnoyance Score（う
るささの 11 段階の評定値）である．RTNJ は日
本の道路交通騒音を表し，RTNVはホーン音を大
量に含むベトナムの道路交通騒音を表している．
図から明らかなように，日本人はこれらの騒音，
特にベトナムの道路交通騒音を非常に不快に感じ
ており，逆にハノイ在住のベトナム人は最も不快
の程度が小さいことが分る．また，熊本在住のベ
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図 5 鉄道沿線の状況

図 6 日本人とベトナム人の道路交通騒音に対する
反応の比較
（RTNJ：日本の道路交通騒音，RTNV：ベトナ
ムの道路交通騒音）



トナム人が両者の中間に位置しており，居住環境
の変化が反応に影響を及ぼすことを示唆してい
る．詳細は文献 13 を参照されたい．

3.2 鉄道ボーナスをめぐる議論

航空機騒音と道路交通騒音，鉄道騒音に関する
騒音暴露量と社会反応の関係を検討するために，
社会調査で得られたデータにロジスティック回帰
分析を適用した．ここでは上位 28％の反応点を
Highly Annoyed とする EU の方法に準じ，11 段
階の数値尺度の上位⚓カテゴリ（上位 27％）を
Highly Annoyed とした．ここでHighly Annoyed
とは，これより上位のカテゴリをうるささの程度
が大きいと判断する目安であり，特定の騒音レベ
ルに暴露されている人々のうち Highly Annoyed
と回答した人の割合を％ Highly Annoyed（ある
いは％HA）と表記している．
図⚗は，⚒大都市であるホーチミン市とハノイ
の 2010 年までの調査データを用いて，Ldenと％
Highly Annoyed の関係を表したものである．こ
こでLdenとは騒音暴露量を表す指標の一つで，一
日を昼間，夕方，夜間の⚓つの時間帯に分け，そ
れぞれの時間帯の影響の程度を勘案して重みづけ
した騒音レベルである．道路交通騒音に関して
は，ベトナムの暴露反応曲線は EU の曲線を 75
dB 以上のレベルを補完する形でほぼ一致してい
ると見ることができる．また，航空機騒音に関し
てはベトナムの暴露反応曲線が EUの曲線をわず
かに上回り，ベトナム人が欧州の人々より航空機
騒音により厳しい反応を示していると解釈でき
る．ベトナムの航空産業は比較的新しく成長過程

にあるため，航空機はベトナム人にとって頻繁に
利用される移動手段ではない．これにより，ベト
ナム人がより厳しい反応を示したものと解釈する
ことが可能である．一方，きわめて特徴的なのは，
ベトナムにおける鉄道騒音への反応率が EU曲線
を大きく上回っていることである．これは，沿線
住民が日常頻繁に利用する列車とは言えないこ
と，また，沿線住宅が鉄道に極めて近接して配置
されていることから通過時の振動もきわめて大き
く，厳しい反応が表れたものと解釈することがで
きる．図⚗からも分かるように，欧州諸国では数
多くの調査データを集約した結果，鉄道騒音に対
する社会反応は道路交通騒音に比べて小さいこと
が分かり，鉄道騒音に対しては 5 dB 程度緩和で
きるよう環境基準が定められている．これを鉄道
ボーナス（railway bonus）と称している．一方，
矢野5)が行った名古屋，横浜，北海道，九州での
社会調査データの再分析では，鉄道騒音に対する
反応が道路交通騒音に対する反応を下回るものは
なく，同等か，もしくは鉄道騒音に対する反応が
上回るという結果が示されている．ベトナムでも
同様の結果が得られており，韓国においても，鉄
道騒音に対する反応が道路交通騒音に対するそれ
を上回るという調査結果が報告されている6)．こ
れらの結果を見る限り，鉄道ボーナスの有無は欧
州と日本間の相違ではなく，欧州とアジア間の相
違を意味するように思われる．この問題に関連し
て，スウェーデンにおける二つの興味深い調査結
果が公表されている．一つは，鉄道騒音と同時に
強い振動が発生している場合，騒音に対する不快
感の反応率が大幅に増加するというものであ
り7)，もう一つは，列車通過台数が非常に多い場
合に，鉄道騒音に対する反応率が大幅に増加し，
鉄道ボーナスが消滅するというものである8)．振
動の影響については筆者もかねてから主張してお
り9-10)，鉄道と住宅との距離，列車通過台数，振動
の影響，列車の利用頻度などを詳細に比較するこ
とにより，鉄道ボーナスの意味が明らかになるか
もしれない．

3.3 騒音暴露量の突然の増加に伴う社会反応
の変化

騒音暴露量が短期間に突然増加した場合，通常
の騒音暴露量と社会反応の関係とは異なる反応が
生ずる可能性が指摘されている．2014 年 12 月の

7ベトナムの環境騒音に関する一連の社会調査（佐藤)

図 7 ベトナムと EU の環境騒音に対する社会反応
の比較



ハノイ・ノイバイ空港新ターミナルビル竣工に伴
い空港周辺の騒音暴露量が増加することが予想さ
れたため，新ターミナルビルオープンの前後に社
会調査を実施し，この問題を検討することになっ
た．調査はオープン前の 2014 年⚘～⚙月（⚑回
目）とオープン後の 2015 年⚒～⚓月（⚒回目），
2015 年⚘～⚙月（⚓回目）の⚓回実施した．⚑日
の離発着数の平均値はそれぞれ 252，325，307 回
と⚑回目に比べて⚒回目，⚓回目はそれぞれ
28％，22％程度増えているが，各調査地点の騒音

暴露量は最大で 7 dB の増加であり，逆に 4 dB 減
少した地点もあった．図⚘は⚓回の調査データを
用いて，Ldenと％ Highly Annoyed の関係を表し
たものである．この図から，⚒回目の反応率は⚑
回目に比べて明らかに大きく，⚓回目の反応率は
⚑回目に比べて騒音暴露量の大きな場合に大き
く，騒音暴露量の小さな場合は差はないという結
果となった．この結果を騒音暴露量の変化との関
係で整理したのが図⚙である．図は 13 の調査地
区の騒音暴露量の増減をパラメータとして，騒音
暴露量が増加した地区，減少した地区，変化のな
い地区に分類して反応率を比較したものである
が，騒音暴露量が増加した場合，⚑回目に比べて
反応率が明らかに大きくなっていることが分か
る．騒音暴露量が減少あるいは変わらない場合に
おいても反応率の増加が認められるのは，航空機
の通過頻度そのものの影響と解釈できる．詳細は
文献 23 を参照されたい．

⚔．おわりに

以上，ベトナムで実施した一連の社会調査を通
して得られた主要な知見を紹介した．本稿では騒
音の⽛うるささ（annoyance）⽜の観点からの分析
結果を紹介したが，睡眠妨害等の生活妨害や⚒種
類の騒音に同時に暴露された場合の住民反応，す
なわち複合騒音の問題，さらには鉄道振動の影響
等も検討している．これら 10 年余りにわたる研
究成果は，熊本大学や崇城大学のベトナム人留学
生の学位論文として取りまとめられており，主要
な知見は文献 13～23 に公表している．ベトナム
での社会調査は，島根大学Thu Lan Nguyen 博士
を中心として現在も進行中である．今後の成果に
期待したい．
さて，長期にわたり激しく変化し続けるハノイ

やホーチミン市を目の当たりにして，大変気にな
ることがある．ベトナムの住商混合地区の道路沿
いには，いわゆる shop house という独特の住居
群が立ち並んでいる．これらは⚑階が店舗で，⚒
階から上が住居となっており，隣家と戸境壁を共
有して長屋状に連なっている．喧噪に満ちた道路
沿いの店舗は，食品からオートバイ，設備機器等，
実に様々な商品を扱っている．そこで見かける
人々の動きを観察すると，お互いの shop を利用
しながら極めて良好な近隣関係を築いていること
に気づく．一方，道路から少し入った住宅地では，
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図 8 ハノイ・ノイバイ空港新ターミナルビルオープ
ン前後の社会反応の比較
1st：オープン前 2nd：オープン後数ヶ月
3rd：オープン後約 8ヶ月
（文献 23 より転載）

図 9 新ターミナルビルオープン前後の騒音曝露量
の変化と社会反応
1st：オープン前
ΔLden：オープン後の Lden からオープン前の
Lden を引いた値
（文献 23 より転載）



生まれて間もない赤ちゃんを乳母車に乗せて現れ
た若いお母さんを近所のおばさんたちが声をかけ
て取り囲んでいる．筆者が子供の頃によく見かけ
た光景である．ところが郊外に目を向けると，い
わゆる高層マンションが次から次へと凄まじい勢
いで建設されている．これらの人々が現在の住ま
いを捨ててマンションに移り住むことを考える
と，暗澹たる気持ちにならざるを得ない．早まっ
た行動に走らないことを祈るばかりである．快適
な生活を求めた結果，大切なものを失った先進国
の例に学んでほしい．もし，ベトナム人が彼らの
歴史や生活，文化を踏まえた独自の騒音対策を見
出すことになれば，それは先進国にとっても重要
な意味を持つことになるだろう．
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たものである．また，本研究は，大阪大学とベト
ナム国立大学ハノイ校による日本学術振興会拠点
大学交流事業（1999～2009 年）や科学研究費補助
金（No.17560533，No.23560695，No.26420585）
の補助を受けて実施したものであり，筆者の渡航
費の一部は学校法人北海学園の補助を受けてい
る．
ベトナムでの調査は，現地の諸大学のスタッフ
や学生諸君の協力なしには実現できなかった．こ
こに記して感謝申し上げる．
なお，本稿は騒音制御に寄稿した技術資料11)や
日本騒音制御工学会での研究発表12)の内容の一
部を，その後に実施した調査を加えて再構成した
ものである．
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